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労災だより 
患者中心の乳がん診療を実現する 

「包括的乳腺先進医療センター（ブレストセンター）」を設立 

     ブレストセンター センター長 千島先生 

 
 
 
 

包括的乳腺先進医療センターとは 
日本における乳がんの罹患者数は年間 9 万人といわれています。その一方で、85％の乳がん患者さんは病気を克服して

「もとの人生」へ戻ることができるようになりました。これからの乳がん診療は、治療だけではなく「がんが治った後の生活」も考え

た患者支援が大切となってきます。当院では、2017 年 4 月 1 日から包括的乳腺先進医療センター（ブレストセンター）を

立ち上げて「患者中心の乳がん診療」に取り組んでいます。“包括的”という言葉には“医師による治療だけではなく看護師・

薬剤師をはじめとしたメディカルスタッフによる支援”という想いが込められています。そして“先進”という言葉には“最先端の治

療だけではなく他施設にはない一歩進んだ患者支援”という想いが込められています。横浜労災病院では医療スタッフだけで

はなく、全病院職員が高い意識を持って「病を診る治療だけではなく人を看る診療」をめざして頑張っています。 

【 乳腺外科 診療担当医一覧 】 

（乳腺外科 ★印:部長 ☆印:副部長 ♢印:女性医師） 

 

診療科 月 火 水 木 金 

午前 

新患・化療 ★千島 門倉 ☆竹内 ◇木村 担当医 

再診 ◇木村 
★千島  ☆竹内 

◇木村 
門倉 ◇木村 担当医 

午後 再診 担当医 
★千島  ☆竹内  

門倉        ◇木村 

★千島  門倉 

☆竹内  ◇木村 

門倉 

◇和田 
◇足立 
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「“一人の乳がん患者”ではなく”一人の女性”として 

包括的な治療戦略を立てていくことが大切です」 

横浜労災病院 

包括的乳腺先進医療センター長・乳腺外科部長兼務 

 

千島 隆司 



包括的乳腺先進医療センターが推進する 

「五本の柱」 
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当院が誇る“チーム医療”を最

大限に活かして臨床、研究、

患者支援、教育、地域連携を

主な柱とした包括的な乳がん

診療施設を構築していきます。 

４．教育 

院内だけではなく、乳がん診療に

携わる全国の医療スタッフと「患者

支援」に関するチーム医療の勉強

会を行っていく。 

 

１. 臨床 

先進的な乳がん治療を実践すると

共に、「乳がんが治った後の患者

QOL」を重視した乳房再建手術に

も注力する。 

 

２. 研究 

乳がん治療に関する新薬治験や国

内外での臨床試験にも参加する。ま

た、社会復帰支援やがん看護に関

する臨床研究も行っていく。 

５．地域連携 

一次・二次検診における役割分担

や長期フォローアップ・併存疾患を持

つ（かかりつけ医がある）症例に対

する地域包括ケアを推進する。 

 

３. 患者支援 

就労支援、遺伝相談、がんの生殖

医療、アピアランス相談（外来）、

メンタルケア外来など、安心して乳が

ん治療が受けられるための支援を充

実する。 


